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経営支援員と二人三脚
自
分
の
体
を
調
律
で
き
る
の
は

う
れ
し
い
こ
と

そ
れ
で
も
、
私
が
み
な
さ
ん
に
健
康
な
生
活

習
慣
を
お
す
す
め
す
る
の
は
、「
予
防
は
治
療
に

勝
る
」
か
ら
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
の
方
々
が
生
活
改
善
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

姿
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
自
分

の
体
を
自
分
で
調
律
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
こ

と
な
の
だ
と
、
多
数
の
ご
感
想
を
お
伺
い
し
て

き
ま
し
た
し
、
そ
の
実
感
も
あ
る
か
ら
で
す
。

病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
よ
り
良
い
生
活
習

慣
を
推
奨
し
つ
つ
、
病
気
に
な
っ
た
こ
と
を
本

人
の
責
に
帰
す
こ
と
は
し
な
い
。
病
気
に
な
る

こ
と
が
ダ
メ
な
の
で
は
な
く
、
健
康
を
大
事
に

考
え
よ
う
。
健
康
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
あ
り

た
い
自
分
・
社
会
を
支
え
る
手
段
で
あ
る
。
こ

れ
く
ら
い
の
ゆ
る
や
か
な
立
ち
位
置
が
、〝
健
康

的
〞な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
よ
う
！

自
分
の
体
チ
ェ
ッ
ク

　
さ
て
、
日
々
の
生
活
で
体
が
で
き
て
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
生
活
の
大
部
分
は
無
意
識
で
自

動
的
な
選
択
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

自
分
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
や
体
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
６
頁
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
、
健
康

診
断
も
そ
の
一
環
で
す
。

今
回
や
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
体
の

チ
ェ
ッ
ク
で
す
（
図
1
）。

こ
の
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
を
難
し
い
と

感
じ
る
よ
う
な
ら
、
自
分
の
体
重
を
片
足
で
支

え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
と
て
も
不
安
定
な
状
態
で
、「
転
倒
」

は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
改
善
の
た
め

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
は
「
自
重
」、
自
分
の

体
重
で
す
。
自
分
の
体
を
、
足
を
使
っ
て
、
重

力
に
逆
ら
っ
て
、
移
動
さ
せ
る
時
間
を
増
や
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
日
々
の
生
活
で
は
、「
階
段
」

利
用
が
有
効
で
す
。
体
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、
い

く
つ
に
な
っ
て
も
良
く
な
ろ
う
と
す
る
力
が
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
の
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

に
、
し
っ
か
り
体
を
使
っ
て
あ
げ
る
。
運
動
不
足
の

解
消
は
、
そ
こ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

働く人のための健康を考える 特  

集

（詳しくは「ロコモ度テスト」「立ち上がりテスト」で検索）
（若い方は階段一段分（高さ20cm）でチェックを）

図1
椅子（高さ40㎝）に
両手を組んで腰をかける

両脚は肩幅くらいに広げる

床に対して脛が70度くらいに
なるように座る

反動を付けずに片足で立ち上がる

そのまま3秒保持

立ち上がりテスト
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55人の経営支援員は地域の小規模・中小企業の経営改善と持続的発展に向け、
支援を行っています。経営者とのコミュニケーションをしっかりと取りながら、
課題の解決とさらなる発展に向けた支援活動を展開中。

少ない負担で大きな宣伝効果
実家を建て替えるにあたり、地域の観光産業の活性化に貢献できるビ

ジネスを始められないかと考え、昨年3月末にカプセルホテルをオープ
ンしました。

当初は入口が周りのビルに紛れて目立ちにくく、ホテルと気づかず通
り過ぎていく人も多かったため、ホテルの知名度をどのように高めてい
くのかが課題でした。昨年秋、京商の支援で補助金を活用し、広告入りの
販促用ポケットティッシュやショップカードを作成して駅前で配ったほ
か、入口に和の趣きのある提灯を掲げてホテルの存在をアピール。地道
な取り組みを続けたところ、観光客だけでなく、ウォークインで訪れる
ビジネスマンのお客様も増加しました。

小規模事業者にとって、宣伝広報に大きなコストをかけることは容易
ではありませんが、京商の支援メニューをうまく使うことで、少ない負
担で大きな効果を得ることができたと思います。

お客様が発信したくなるような魅力づくり
私たちの次の課題は、観光閑散期にいかに稼働率を高めていくかとい

うことです。京商の専門家派遣事業では、フェイスブックやツイッター
など SNS を活用した広報の取り組みについてアドバイスを受け、口コ
ミによる情報発信の大切さに改めて気づかされました。今後はお客様自
身が思わず写真を投稿したり呟きたくなるようなプラスαの価値を提供
し、集客力アップを目指したいと考えています。

私自身、会社の創業もホテルの経営も初めての経験で分からないこと
ばかりでしたが、京商の洛西支部とは場所が近く、何かあればすぐに相
談していました。最近では市内に宿泊施設が増え、市場競争が激しくなっ
ていますので、ステージに応じて新たな支援メニューを活用し、成長・発
展していきたいです。

2017年3月、交通至便な西院にオープンしたカプセルホテル。リーズナ
ブルでありながら、全室ゆったりサイズのベッドと羽毛布団を用意。心
地良い“眠り”にこだわっている。5階のレディース専用フロアにはシャ
ワールームやパウダールームを完備するなど、女性の一人旅でも安心し
て利用可能で、時間単位で利用できるデイユースにも対応。経験豊富な
スタッフの丁寧なおもてなしで、心地よい京都ステイを提供している。
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補助金を活用して
効果的に自社を PR

今後は、新たな販路開拓につながるサービスの提
供にも力を注いでいきたいですね。お客様から「銭
湯を紹介してほしい」というニーズが多いので、
例えば近くの銭湯や飲食店とタイアップして回数
券や割引券を取り扱うなど、地域全体で潤ってい
く仕組みが作れたらと考えています。
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